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外 科 領 城 に お け るtemafloxacinの 臨 床 的 検 討

小野成夫 ・川中豊治 ・竹中能文

東京歯科大学外科学購座*

新 しく開発 された キ ノロ ン系合成 抗 菌剤で あ るtemafloxacinの 外 科的感 染症 に対 する臨

床 的検討 を行 い,次 の ような結 果 を得た。

9例 の 臨床 的検 討 で は 有効7例,無 効2例 で あ った。 自他 覚 的 な副 作用 はな く,1例 に

GOTの 軽度 上昇が,1例 にGOT,GPT,γ 。GTPの 軽 度上 昇がみ られた。
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Temafloxacin(TMFX)は 米 国 ア ボ ッ ト社で創 製 され,

本邦 で は田辺 製薬 株式会社 とダイナボ ッ ト株式 会社の

両社 で共 同開発 されて いる新 しいキ ノロ ン系合成抗 菌

剤で あ る。TMFXは,グ ラム陽性 菌,グ ラム陰性 菌,

お よび嫌気性 菌 な どに対 し幅広 い抗 菌 スペ ク トル を示

し,特 に グラム陽性 菌,嫌 気性菌 な どに対 して強 い抗

菌力 を有 してい る1～3)。

今 回,我 々は,外 科 領域 にお ける感染症 に対す る臨

床 的効 果 と安 全性 につ いて検 討 したので報告 す る。

対 象例 は,平 成2年6月 よ り平 成3年1月 まで に東 京

歯科大学 外科 にて治験 実施 の同意 を得て,外 来加療 を

施 行 した18歳 か ら66歳 まで の男性6例,女 性3例 の計

9例 で あった。疾 患 は,感 染性 粉瘤5例,蜂 窩織 炎1例,

痴1例,皮 下膿 瘍1例,皮 下膿瘍 兼蜂窩織 炎1例 で あ っ

た。

本剤 の投 与方 法 は,す べ て の症例 に1回150mgを1

日2回 食後 に経 口投 与 した。

細 菌学 的検討 は,感 染 巣 よ り採 取 された検体 を直 ち

に嫌 気 ポー ターに入れ,速 や かに好気性並 びに嫌 気性

培養 を行 った。

臨床効果 の判定 は,外 科 的処置 の有無 にかか わ らず,

本 剤投与 後3日 以 内に感 染症 に関 す る自他 覚 症状,所

見 の改 善が み られ た もの を著効(Excellent),同 症状,

所 見 の 改 善 に4日 以上7日 以 内 を要 した もの を有 効

(Good),8日 以上要 した もの をやや 有効(Fair),本 剤投

与 に も かか わ らず 不 変 また は増 悪 した もの を無 効

(Poor)と した。

副作 用の検討 に関 して は,投 与前後 の末梢血,血 清

GOT, GPT, ALP, BUN,血 清 ク レアチニ ン,尿 検査

等 の臨床 検査値 の変動,お よびその他 の 自他覚所 見 を

観察 し判 定 した。

外 科感 染症 に対 す る臨床 的検討 を行 った9例 につ い

て その年齢,性 、診断 名,投 与 量,投 与期 間,分 離菌,

細 菌学 的効 果 な らび に臨 床 的効果 を一括 してTable1

に示 した。

感 染性 粉瘤5例 に対 してはす べて有 効であ った。全

例 に細菌 学 的検討 が 成 され た結 果,Staphylococcus au-

reus 1株,Staphylococcus epidermi4is 2株,Peptostrepto-

coccus micros 1株,Peptostreplococcus prevoii 1株,Pep-

tostreptococcus sp. 1株 の計6株 が検 出 されたが,す べて

投 与 後消失 した。蜂窩 織 炎の1例 は有効で,細 菌学的

効果 はBacteroides bivius 1株 が検 出 され投与 後消失 し

た。皮 下膿 瘍 の1例 とS. aureusが検 出 された皮下膿瘍

兼蜂 窩織 炎 の1例 は と もに無 効で あ った。癒の1例 は

有 効 で あ っ た。 細 菌 学 的 効 果 はcoagulase-negative

Staphylococcus1株 が検 出 され投 与後消失 した。以上,

臨床 的効 果 は7例 が有 効 で2例 が無 効で あ った。細菌

学 的 効果 は グ ラム陽性 菌 が5株,嫌 気 性菌 が4株 検 出

され,Saureuε1株 を除 く8株 が消失で あった。

Table2に 示 す ご と く本剤 投与 前後 に臨床 検査値 を

測定 した が,1例 にGOTの 軽 度 上昇 を,1例 にGOT,

GPT,γ-GTPの 軽度上 昇 を認 めた以外 は,本 剤投与に

よる もの と思 われ る異 常値 は認 め られ なかった。また,

自他覚 的 な副作 用 は1例 も認め られなか った。

TMFXは キ ノロ ン環 の1位 に2,4.ジ フロロブェニル

基,6位 に フ ッ素原 子,7位 に3.メ チル ピペ ラジ ン基

を有 してい る,新 しいキ ノロ ン系合成抗菌剤 で,幅 広

い抗菌 スペ ク トル を示す 。特 に,グ ラム陽性 菌,嫌 気

性 菌 な どに対 して強い抗 菌力 を示 す。 また,消 化管か

らの吸収 が良好 で比 較 的高い血 中濃 度が得 られ,組 織

へ の移行性 も良好 であ る。 これ らの ことか ら外科領域

感 染症 におけ る本剤 の有用性 が期待 され る。

今 回 の 臨床 的検 討 にお い て も9例 中,有 効7例,無

効2例 で7/9の 臨床 的 有効性 を示 した。細 菌学 的効果
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Table 1. Clinical efficacy of temafloxacin in surgical infections

NT: not tested CNS: coagulase-negative staphylococci

Table 2. Laboratory findings before and after temafloxacin administration
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はグ ラム陽性 菌5株,嫌 気 性薗4株 の 合計9株 が検 出 さ

れ,8/9の 菌消 失 であ り,検 幽菌 のMICか ら も本剤 の

強力 な抗 菌力 が示 された。 これ らの結 果 よ りTMFXは

外科 領域 感染症 に対 して,右 用 な薬 剤で あ ると考え ら

れた。
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Temafloxacin (TMFX), a new quinolone antibacterial agent, was clinically evaluated in 9

patients with various surgical infections.
Clinical efficacy was good in 7 patients and poor in 2. No side effects were observed. Abnormal

laboratory findings were noted in two cases: slight elevation of GOT in one and slight elevation of

GOT, GPT and y-GTP in the other.


